「新しい移民」と「主体の複数性」―フランス在住日本人の移住経験の語りの分析と考察― by 矢野 禎子
「新しい移民」と「主体の複数性」―フランス在住
日本人の移住経験の語りの分析と考察―
著者 矢野 禎子
学位授与機関 Tohoku University
URL http://hdl.handle.net/10097/00125791
 1 
博士論文要旨  
 
「新しい移民」と「主体の複数性」  
―フランス在住日本人の移住経験の語りの分析と考察―  
 
東北大学大学院文学研究科文化科学専攻  
矢野 禎子  
 
本論はこれまでの移民研究で試みられている定義づけや，「移民」という語を聞
いて私たちが想起するどこか物悲しいイメージには当てはまらない「フランス在
住日本人」の移民の特徴とその生活実態を明らかにしながら，「新しい移民」の概
念を提示することを試みるものである．  
海外移住の経験を通して，「私は何者であるのか」という問いを持つ者は多いと
される．そのため，このように環境が急変する経験は，「自分探し」の機会として
捉えられることがある．しかし地理的な側面からだけでなく，文化的，言語的に
も流動や中断さらには断絶の経験である移民の特質は，「本当の私はこのような
ものである」という「私の収束」をもたらすのではなく，むしろ「私はこうで，
こうで，こうでもある」という「複数性」を強調するのではないのだろうか．こ
のような考えから，本論では「あるグループ，またそれを構成する主体そのもの
は多元的で，移住経験にまつわる語りはその主体の複数性が現れる，または主体
が複数化する典型的な場である」という「語り」に主眼をおいた仮説をもとに，
情報提供者の移住経験についての語りを分析し，大規模なアンケート調査では解
析に困難さを伴うであろう弱点を克服し生き生きとした描写をもってその「主体
の複数性」の明白化と彼らの生活実態の描写を行い，「新たな移民」の特徴づけを
行う．  
第一部では，本論を展開するにあたってまず，これまでに提案されている「移
民」や「移住」の定義と日本の移民の歴史や様態の概観を行い，本論で扱う情報
提供者の移住の特徴を確認する．そして本研究の考察を進める上で重要なテーマ
である「主体」や「発話主体」，「アイデンティティ」，「表象」，「主観」，「語り」
についての考察を行い，問題対するアプローチ方法，それに適すると考えられる
コーパスの種類やその構築手法を検討する．  
第二部では，本研究で使用するコーパスの収集や分析についての方法論をまと
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める．統計的調査や抽象的概念を拠り所とする今までの人文社会科学や言語学が
見落としがちであった「主体の複数性」に焦点を当て移住経験やそれを生きる主
体についての考察を試みるにあたり，コーパスの構築には情報提供者の豊かな世
界が言語の諸問題と関連して表出する「ライフストーリー」を用い，さらにそれ
を内容分析，談話分析によって分析する「質的研究手法」を選択した．この部で
はまず「語り」のコーパスの特徴やそれを取り巻く議論についてまとめ，コーパ
ス構築の際に参考にした理論や方法論を整理，紹介し，本研究で用いる妥当性を
確認する．実際のコーパス構築の様子やそれに協力してくれた情報提供者の簡単
なプロフィールもここで紹介する．そしてコーパス分析のアプローチについて，
内容分析や談話分析などの手法についてのまとめや，全体分析，ケーススタディ
など，本研究での分析対象と結果の提示方法について概観する．   
第三部では，本研究のテーマに関連するフランスに滞在する日本人に対して行
われた大規模な社会学的アンケート調査の結果，移住者のアイデンティティを取
り扱った研究，外国語クラスにおける学習者の振る舞いに関する考察，対人認知
や談話構築に見る日本人の特徴，移住経験者のライフストーリー「移住談 récit 
de migration」の分析などを扱った先行研究を概観する．本研究で使用するコ
ーパスにも見られるであろう特徴や傾向に関する知識を深め，分析の際に注目す
べき点，分析結果と先行研究の指摘との比較を行う点，研究を進める際の指標を
構築する．  
第四部では「社会学的観点からの内容分析」，「複数性の現れの場と考えられる
テーマや発話ごとの分析」，「ケーススタディ」の三つの視点からコーパスの分析
を行い，結果と考察を提示する．まず協力者の移住談を鳥瞰的に捉え，これまで
の移民研究で研究対象とされてきた移民の区分とは一線を画す本研究の情報提供
者の移住の特徴を明白化するため，結果を関連する先行研究と比較して検討する．
次に本研究の取り扱う移民を考察する上で重要と思われる「移動する人びとの複
数性」に焦点を当て，それが顕著化すると考えられるテーマや言語的要素，それ
ぞれの例を提示し，移住経験とそれについての語りが主体の複数性の現れの場で
あることを確認する．そして 3 名の情報提供者の語りのケーススタディでは，彼
らのフランス生活の詳細やそれを生きる自分自身の捉え方，またそれぞれの語り
の特徴を鮮明に描写し，その生活実態のより詳細な情報を敷衍する．  
本研究における新しいタイプの移民と考えられる「フランス在住日本人」の語
りの分析と考察は，彼らがその経験を語る際に行う自己定義や参照する独自の想
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像界の豊かな多元性，彼らの複数性を明白にする．より身近になり，より多様化
する今日の「移民」の研究においてこれを考慮にいれる有用性は明白である．ま
た無味乾燥になりがちな量的調査とは別の方法によって行われたこの「移民」の
考察は，学術研究分野においてのみならず，これを目にする各自が個人的な経験
を結び付けながらそれぞれの考察を深めるきっかけを提起することができたと考
える．これを後押しするためにも，「主体の複数性」に着目しながら新しい「移民」
の概念を発展させていくことは今後における主要な目標である .   
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「新しい移民」と「主体の複数性」 
―フランス在住日本人の移住経験の語りの分析と考察― 
 本論文は、フランスに移住した日本人へのインタビュー調査を通して、移住が彼らにどのように
体験化されたかを分析したものである。 
 序論では、移住と主体の複数化との関連性、言語学や談話分析の方法論の概説、また丁寧なイン
タビューによってえられたライフヒストリー的分析の有効性の指摘などである。 
 第一部は、「移民」や「移住」の概念の検討を通じて、フランスに移民した日本人は経済移民を
はじめとする既成のどの移民概念にも当てはまらず、新たな移民概念の構築が必要であること、こ
の新たな移民においては主体の複数化が顕著に観察されること、などが指摘された。この２点は第
四部で詳細に扱われるが、先行研究においてほとんど指摘も考察もされておらず、本論文で最も高
く評価されるべき新たな知見である。 
 第二部は、インタビュー・コーパス構築の方法論と、分析手法の解説である。特に、面談による
ライフヒストリーの聞き取りが、大規模な統計的調査より有効であること、が説得的に主張された。 
 第三部は、関連する先行研究の検討である。特に Yatabe (1993)のフランス在住日本人に関する
大規模な社会学的調査結果を批判的に考察し、情報提供者による移住談について丁寧な言語学的・
談話分析的な方法論を適用する必要性が提唱された。 
 第四部は、インタビュー・コーパスの具体的分析である。移住談を、「渡仏・フランス滞在の動
機・理由」、「就労と収入」、「フランス語習得」、「人間関係」、「フランス／日本に対する表象」、「今
後の予定・将来プラン」の６つのテーマにおいて考察し、フランスや日本に対する評価、自己自身
に対する評価等において、ポジティブとネガティブの評価が同時に共存するなど、つまり主体の複
数化がここに観察されることを、データの緻密な検討により、明らかにしている。 
 結論は、全体のまとめであるが、自らの分析結果を受けて現在の日本が直面している受け入れ移
民問題についても示唆的な提言を行っている。本論文や今後の矢野氏の研究が、現代社会が抱える
問題の解決に大きな貢献をなすであろうことが窺える。 
 本論文には、400 ページ弱にもおよぶ補遺がつけられている。これは、基本的にフランス語で行
われたインタビューのほぼ全てを文字に起こし、かつ日本語訳をつけたものである。言語学・談話
分析、移民に関する社会学的研究のみならず、外国語教授法の観点からも貴重な資料となろう。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。 
 
